
ヒバ老令単層林~主体とする砂川沢

試験地の施業経過

白 石 川
内

I まえ治三き

砂川沢試験地は，ヒパ大，中径木を主体としたおおむね老令単層林で，これに更新なうび，こ成長量増加

の目的をもって，試験を開始してからすで二 20 有余年を総て，この間 2 回の択伐的施業が実施されたが，

ここにその森林の成長と林分防成の安化，さらにこれまでの取扱いの適否iこっき考察したいと思う ι

本試験地は 1927 年明永久次郎氏によ i) 設定されて以来，今日まで多数の場，局習員等が一体となって

紙続調査されてきたもので，筆者がたまたま本試験地をl11当しておったのを機会に，浅学非才をも顧みず

一応の中間取り緩めをなしたものである 大方諸賓の御叱Eをうるなら[ま幸いであるつ

なお，取り縦めにあたり，その機会と御指導を賜わった岡村支場長，木村経営研究室長および当支場上

司ならびに御使宜をいただL 、た青森営材、局上司および取り緩めに協力せられた藤森童話\沼Fll向重の両君

に深甚の謝意を表する ν

1 試験t也の概況と事業の経過

-~試験地は7T森県mì !i軽宮ß奥内1寸大学内真部字内真;;ij山国有林 f内真部第一経営区) 7 木材庇は小班にあ

り，その面債 8.2880 ha で，このうちに 0.8850 ha の成長量調査地を設けており， 本報fTの資糾l土木成

長量調査地によるものであると海抜高は 140m 内外，北面の緩斜地であるつ本林分li内真部営林宮管内

におけるヒパうだ然林中優良な老令林分;こ属し，大，中径木を主体とした単層i*でわずかにさ、ずナラ，イタ

ヤカエデ等の Jj~奨老大木をj見交し. hョ当り 935 m:Jのj品調j蓄積を有する林分であるつ

つぎに，おもな;向検事業経過の概要を述べるこ

1927 年明永久次郎氏により設定. 1928 年 11 月毎木調査のうえ伐採実行. 1929 年 3 月鳥海弘次氏が標

準地内の1Ji木 jil~責 1934 年 9 月明永久次郎，林唯雄の両氏が毎木調査のうえ被害木調査. 1938 年 7 月

ヒバ程幼樹の保育(刈払い). 1939 年 9 月伐採木選定，同 10 月毎木調査. 1941 年 8 月保育. 1952 年

7 月筆者が保育(全式のならびに勾木調査のうえ伐採木選定，同年末に伐採実行をしたものである(

目 調査および取り纏め方法

6cm 以上の立木につき胸高直径帯を標示し， 同一宿所の直径を測定することにして毎木調査を実施す

ることにしているーしかして，直径は直径割巻尺により cm 以下 1 位まで測定の上 2cm 括約で求めたc

蓄積の計算ははじめ径階別の VjG なる求積因子を求めてこれを一定とし，蓄積計算を行つずおったの

(1) 青森支場経営研究室員，現帯広営林局員
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であるが，これを改訂して 1934 年度胸高直径 6cm 以上の全立木について測定した樹高値を利用して更

正高曲線を向き， m 単位として径階別の樹高を定め，しかして 1926 年 3 月青森営林局訳製の土木材積

茨を用し、て，本試験地の径階別単木材積を作成し，これを一定として直径のみを測定のうえ若干積計算を行

うことにした。なお，松川氏りにしたがし、 6~20cm を小径紋， 22~50cm をr.þ径級， 52cm 以とを大

径級として径級区分を行った。

成長量は M-(m+N) 

M-(m+N) 200 

M+{m+N) n 

のプレ γ スラーの式を利用して求めた。すなわち， mは伐採後の全筏存材積， n は次期測定までの期間，

N は木期間において収穫された材積， Mは次期測定の材積であるコなお，広奨樹は少量なので以下省脈す

成長率は

ることにしTこっ

本報告においでは，これまでの毎木調査の結果を吟味のうえ， 1929 ・ 1939 ・ 1952 年の測定数値に基い

て述べることにする」

ha 当り本試験地の伐深前後の総括を示すと，第 1 表のとおりとなるコ

第 1 表 伐採前後総括表

Table L Summay before and after catting. 

、--

計 Total

大 Large

中 Medium

小 Small

計 Total

総量
Gr口55 Amount (m') 

1952 

|本数|材積 i 本数ト
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伐採歩合
Cutting percentage (%) 

27.6 29.3 I 22.9 14.2 33.0 22.2 



ヒバ老令単層林を主体とする砂川沢試験地の施業経過 〔白石〉 - 29 ー

なお，第 1 表のほかに 1929 年~1934 年の聞に 0.885 ha の全面積内において小径木 12 本 0.156 m九

中径木 2 本1. 279 m3，大径木 2 本 14.553 m九計 16 本 15.998 m¥ 1934 年~1939 年の間に小径木 4

本 0.043 m3 の被害木を生じ，いずれも伐採収穫したー

W 林分状態の変化

木林分は 2 回の伐採によって一方では収穫をあげるとともに，他方では生産力をたカめているので差引

き本森林の資産が精したか，波じたかを

みる二

本数において 554~379~654 本を増

し，蓄積は逆に 935~654~628 m3 と減

少している。

つぎに径級別本数構成Jé化をみると，

はじめ大，中，小径木の割合29: 40 : 31 

が 1952 年では 19 : 11 : 70 となり著し

く愛イヒしてきた なお，径階別本数分配

を示すと第 1 図となる c

すなわち，単層j本的な分配の頂点が漸

次大径木の方に動いていること，また小

径木が多層林的な分配を回きつつ著しく

増jJ日していることが特徴で，これらが複

合した分配状態を呈している二

つぎに径級別蓄積構成の内容をみると第 2 図に

凶
U
U』
一
←

• 
Cコ

ivl∞ 
』

E 
2 

z 

示すごとくである

すなわち，はじめ大，中，ノj、の割合 66 : 33 : 1 

が 1952 年では 80: 18 : 2 となり，依然として本

森林蓄積の主体をなすものは大中径木で，同時に

ノj、径木が若干増してきている c

つぎに立木の配置状態を 1953 年現在でみると

本試致地の北部ならひ、に峯部は上層木の単層林下

にがj木または直径 6cm の主木に近いヒパが密集

して旺盛にや11びており(写真ト 2) ，北西部，峯

の一部，東部は多層林化してし、る。大休大きくみ

ると現在後項J'C1;載の経iliI想定図の第 3 段階にあた

るようである υ

ヒバ稚樹は峯から仁1"腹にかけて，特に北東部は

密生しており，東部は散状的， rþ臨以下の土地の

肥えた所ならびにミヅシダを優占種とする地床植
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第 2 図径級別蓄積構成
Fig. 2 Formation of grpwing 

stock by diameter class. 
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物の集まりのところでは生えておらない(写真 4 ・ 5 ・町、干ft樹がよく発生している場所はいずれも強度

かあるL 、(土弱度にポドゾ{ル化された禍色森林土壌である仁

本森林のJIél去 2 同の伐採による結果からみると，いずれも苓積減少に作って森林の成長が増加してい

る。特に 2 回目の伐採後は一段と成長を増している L 第 2 回伐採後の筏存蓄積 500 m" I土林中Hの状況がよ

ろしいのと森林の調和を (l~つのにi弘、ように思われるので，今同もおおよそ 500m" 前後に蓄積を筏存せ

しめるようにし，すなわち成長量分のみを伐採することにしたr そうすれば将来大体前回に似た生産も期

待しうるし，主木編入に近いヒパもどんどん{r!lびてくるであろうし，また小径木も成長して中径木に進級

してくるであろうとの希望がもたれる c

y 成長の経過

門
川
ハ
ハH
H
H
U，

1929 1'339 

かく本林に対して施業をなした場合，は

たしと取J及L 、がよかったか否かの判断は筏

存休木がどのように反応したか，すなわち

成長そのものに現われてくるご今全林の成

長について伐採前後の関係をも含めて示す

と第 3 図となる 1

本図は 1929 ・ 1939 ・ 1952 年における苓

積調査時の測定数値に基L、て各期間におけ

る成長量より年平均成長量を求め直線的に

表わしたものである。これによると， 1929 

~1939 年は諸積 627~654 m" で年平均成

長量 4.1111". 成長率 0.66?b ， 1939~1952 

年は 504~628 111:1で年平均成長量 9.9m九

成長率1. 72% で後半向上している すな

わち，者積の減少とともに本森林の成長が

1952 狂械となりつつあるい
rei¥r 
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第 3 図蓄積移動
Fig. 3 Change of Growing Stock. 

つぎに，森林をJ花氏ずる各林木がどのよ

うに反広したかを)lj1苓債の成長よりみると

第 2 表のとおりとなるつ

すなわち，大，中，小径木ともに第 2 回

目においては第 1 回目より成長量が増加し

ているコなお，第 2 回目に進級木が著しく

多くなっているのが特徴で，これは第 1 回

の伐採により疎開を受けて各前生稚樹が漸

次伸びだし， 20 有余年を l盃過して主木に

進入してきたものである G

第 2 表径級別年平均成長量

Table 2. Mean increment bv diameter class. 

径D~i級\am1e\ter¥cla~s¥s 年1\Y\ea~r||| 1929~1939 193ヲ~1952

ロ13 m" 
進 (Promot巴d) 。 0.517 

小 (Small) 0.184 0.773 

中 (Medium) 1.727 3.279 

大 (Large) 2.235 5.334 

す十 (Total) 4.146 9.903 
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V1 老令単層林の取扱いに対する考察

ヒパ天然林は，藩政時代の取扱いの差により，怒川 l氏。のいうように下北半島はヒバ広葉樹混交多層林

を主要j;l~成林分とする数段林型であり，津軽半島は単純老令単層林を主要構成林分としている

ヒパ老令単層林は一般に永年人為の干渉を受けないで経過してきた林で，蓄積の多い美林を呈する c ま

たヒパ大，中径オミが生存競争を営み，中径紋の一部，ノj、径木の大半が立枯，挫折あるいは顕倒しており，

更新ならびに保育上また利用上の見地からも，適切な施業を必要とする状態にある O 老令単層林を取り扱

う場合の考え方としては間伐を行って残存木の成長増大をはかる方法，あるいは更新をはかるため皆伐に

よって一挙に伐採利用して新植をはかる方法，また上層木を一部ずつ利用しながら徐々に更新をはかるた

めに前更作業または訳伐作業を用いる方法等がある c

いま永続的な最高度の収穫能力を有す

る択伐林的林分状態を目標として森林施

業を行おうとするのであるが，私達の取

り扱う現実林は種々あって不法正である

から，これらの森林をどのような林にも

っていくのが穏当か，をの基準となるべ

き林が必要となる:青森営林局計間諜に

おいては，大畑経営区~)で基準となるべ

き地位中の林を想定しているので引用し

てみると，第 4 図となる。なお，本図は

回帰年 15 年として作成してあるものを

筆者が便宜 10 年に作り愛えたと

すなわち，林分構成を示すと本数分配

曲線のとおりで，若手積は択伐直前おおむ

ね 400m3，択伐直後おおむね 300m3 で

それが 10 年経ってふたたひ‘ 400m:1 に

戻り，この状態が永久に繰り返えされる

こととなる

さて，ヒバ老令単層林をtR伐林に誘導

する経過を想定してみると第 5 図のとお

りとなる c
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Fig. 4 Standard forest. 

一一管官-性イ-払時
第5図老令単層林を択伐林に誘導する経過想定図

Fig. 5 Imaginary figure representing th巴 process from old single 

storied to selection forest type. 
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ヒバ老令単)副本の過密な場合， 地床面は地床Í\I'(!陶が消失してほとんどきれし、な状態となる。 したがっ

ていま更新のための伐探を行ってヒバ稚樹を発生させ，もし干lí;樹発生困難な場合は地床処理をなして発生

を促すか，あるいは植栽を行って更新商を[乍るつしかして幾固となく上層木の伐採利用を繰り返し，下木

屑の稔幼樹を大きくしながら期待する侭伐林へ誘導しようとするものである しかして普通老令単層林は

蓄積の多い林分であるが，し治、し成長成果に対して障害をきたす場合は，生産的見地よりみて蓄積の利廻

り t土 111:1，、。

わたくし注は林相の適正をえて，最少の蓄積(資本)で最大の成長量(利子〕をあげるよう経営するを

本旨とする。しかしてこのような林分の収穫規撃においては，はじめの伐係は普通成長量以上を収穫する

ものとしているけ

今日，わたくし速が考えているような訳伐林型ができるか否かは多数学者の論議の的であり，また，単

層林をf尺伐林へ誘導することは不可能ともいわれている。誘導という問題は非常に困難であり，むしろあ

る施業を繰り返してゆけばそこには必然的にある型ができあがるであろう ω ただ要は最も近き将来におい

て，より一段と森林成長の増大をきたすよう取り扱うことが最大の狙いである乙

ここに報告した砂)11沢試験地は，ヒパ老令単層林を更新するために沢イ史的施薬をなしたものである 3 す

なわち，形質のELいもの，病虫害木，頻死木および鼓争の結果成長が衰えたか，もしくは立ちおくれたも

の，および更新を要するか，あるいは更新上支障をなす木を伐採し，いわゆる優良木の保育を基調にした

更新伐係をíTったものであるつかく 2 回の更新伐採を行った結果，森林がし、かに炭化してきたかを見るこ

とは森林の成長を考察することとともに相当に芯義のあるものであろうい

\][摘要

砂川沢試験地における森林の定化と成長成果について報告した。

1) 木試験地は大，中径木を主体としたヒバ老令単陪林で ha 当り 935m:< を有するÆHきJ蓄積の林分で

あった J 木林の更新をはかるため. {，憂:1ミ木保育を旨としたtR伐的施業を実施してから 20 有余年経過し，

この間 2 回の伐採がはし、っている u

2) 蓄積は 935~654~628 m3 と減少しており， 大，中，小の径級別若年位。椛成がはじめ 66 : 33 : 1 で

あったが，終りには 80 : 18 : 2 となり，大. r.l"径木の割合が増加l し中径木がやや減少しているが，本森

林の蓄積，f{i'iæzの主体は依然として大径木である。なお，本数比 29: 40 : 31 が 19: 11 ・ 70 となり，大，

中径木が減少，小径木が著しく増加しており，しかも小径木間の本数分間は多層林的傾向を示している。

もっとも場所的に立木の配置状況をみると多層林的な部分，単!宮林的な部分等があるコ

3) 施業よろしきを得て蓄積のi減少とともに各立木ともに旺盛な成長を発揮し，森林生産力が向上して

L 、る。

4) 上木を伐り，蓄積を多少引下げることを繰り返しながら下木を大きくしていくのであるが，第 1 回

伐採後の10年経過後はほとんど主木の 6cm以上に進級してきたものがなかったが.20 有余年経過後はじめ

て小径木群ならびに主木 6cm 直前の本数をましてきた実状にある。今後土木の成長は促進され，ヒバ幼樹

群も伸びざかりの旺盛な時代にはいってくるから今後は著しく森林斐化の速度が早くなるであろう τ した

がってヒバ単層林の摂伐林への誘導に対する批判は本試験地については更に今後に残された問題てある。

5) 稚幼樹の発生更新状況をみると密集個処，散生個処，無発生個処等があるコ更新困難な所は概して
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土地の肥えたミゾ、シダを優占種と寸る地床値物の集まっているところである したがって，全面的に伐採

即下種発生とし、うわけにはし、かず，突然更新の難易があるから更新困難地に対しマは補植その他の更新補

助作業を必要とする J
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Akira Sl lTlし\.IBIIて: The R己sults of M .. magεment of Sunakawazawa 

Experimental Forest Mainly Consisting of Old Single 
Storied Stand of Hiba. 

R駸um� 

The writer reports on the change in composition and increment of the 
Sunakawazawa experimental forest. 

1) This exp巴rimental forest is an old single storied forest with excessive 
growing stock and mainly consists of trees of large and medium diameter 
c1a宮ses.

It is over twenty years since the treatment of tending good trees has h~en 
given here for the purpose of regeneration. 

2) The growing stock has decreased from 935 to 6.54, t.hen to 628 m3 per 
hectare, the ratio of volume by diameter c1asses oﾍ large (over 52 cm;);: medium 
(22-50 cm.) and smal1 (under 20 cm.) being 66: 33 : 1 at first , and 80 : 18 : 2 
lastly. Thus the trees of large and smal1 diam三ter classes increased , and those 
of medium decreased, and the main constituents of the stand are sti1l large and 
medium trees. The ratio ofη11mber of trees:1has shiftεd fro:rn 29 : 40 ・ 31 to 
19 : 11 : 70. , thus large and medium trees decreasing and small trees increasing 
considerably. The distribution of the number of trees among small trees tends 
to show the aspect of many storied forest. But the fmmation of tre巴s varies 
according to site , some showing many storied, some two storied, anotﾍ1er single 
storied forest. 

3) By proper treatment and with decreasing volume of the stand, each 
standing tree has shown rapid growth and the increment of the stand has 
increased. 

4) By gradual reduction of excessive growing stock and removing of upper 
trees, the lower trees grow vigorously and the forest has shifted to selection 
type. 

Within ten years after the 1st cutting , few trees were moved up to the 
major tree (over 6 cm. in diameter). It is twenty years after the cutting that 
the trees of small diameter class and 也ose with diameter slightly less than 
6 cm began to increase and, in the future, as the growth of the upper trees will 
be hastened and the young trεes of Hiba wi1l grow vigorously, the ﾍmest wil1 
undergo ill.)r marked change in its content tl1an ever. So , as for 仕lÏs expεrimental 
forest , it r�'mains to be proved that a single storied forest can properly be 
shifted into selection forest type. 

5) As to the development of young growth and the conditions of regeneｭ
ration, tﾌ1ere are various places either with dense , sparce or no seedlings. 
B巴tween tﾌlese three kinds of places with different relative difficulty of reg臼e­
ration the writer could discern differences in vegetation and wi1. Ev臼1 if 
upper trees were cut , the seedlings do not always develop. Therefore in the 
places with no seedlings it is necessary to take sucn helpful measures as interｭ
planting. 
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写真 1 幼木の成長状況
Phot. 1 Condition of young growth. 

写真 3 小径木の状況
Phot. 3 Condition of small trees. 

写真 5 稚樹発生困難地
Phot. 5 A difficult spot for 

seedlings to grow. 

写真 2 大中径木の成長状況
Phot. 2 Condition of large, medium trees 

4 ヒバ稚

Phot. 4 Seedlings of Hiba (Thujopsis 
dolabrata Snm. et Zucc. var. 

Hondai MAKIXO.) 

写真 6 稚樹発生困難地
Phot. 6 A difficult spot for s巴edlings.

to grow. 


